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須恵器提瓶再考

小池　寛

１．はじめに

考古学の主要な方法論である型式学を概説する際、さまざまな考古学者によって具体的

な事例をあげて解説がなされてきた。わが国においては、須恵器提瓶の肩部に付された双

耳の形態的な変化が、型式学を解説するうえで典型的な事例としてしばしば、事典や概説

書に取り上げられてきた。また、今なお、提瓶は、痕跡器官を説明する際の具体的な事例

として取り上げられることが多い。

一方で近年の須恵器研究は、大阪府陶邑古窯址群をはじめとする生産段階での型式学的

研究が飛躍的にすすみ、各地に所在する集落址や古墳の時期を比定するうえでの根幹をな

している。また、朝鮮半島での陶質土器研究も進展し、須恵器の器形的な系譜を考察する

研究も進んでいる。そのなかにあって須恵器における型式学的研究の進展は、初期須恵器

段階から生産される器形と、やや遅れて生産される器形が存在することを明らかにすると

ともに、その要因に対する見解も数多く提示されるに到っている。

本稿で取り上げる提瓶は、初期須恵器段階では、生産されない器形であり、６世紀前半

に生産がはじまる。本稿では、以上のことを前提として、提瓶に付された双耳の型式学的

な変化について再検討することを主たる目的とするとともに、提瓶の系譜と６世紀以降に

国内で副葬品として定着する要因について、私見を提示したい。

２．提瓶の型式学的検討

須恵器研究の中で、提瓶に関する見解は、比較的早い段階から提示されている。濱田耕

作
（注１）

、小林行雄
（注２）

は、本格的な須恵器研究が始まる以前から、中国の秦漢時代に提瓶と形態的

な類似が認められる扁壺が存在することと朝鮮半島南部にも僅かながら類例が認められる

ことをすでに指摘している。また、肩部に付された双耳の型式学的な変化についても、半

環状の双耳から角状、そして、瘤状の双耳へと変化する見解が述べられている。

著者は、かつて口縁部が直立する須恵器直口甕の系譜と編年的研究を行うとともに、直

口甕の肩部にも半環状、角状、瘤状の双耳が付されることを整理した
（注３）

。その際、副次的に

ではあるが、提瓶における双耳の変化が、必ずしも半環状から角状、そして、瘤状へと変
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化しないことを指摘するとともに、各々の系譜を究明することが、古墳時代後期になって

生産される提瓶などの用途や宗教的儀礼のなかでの役割を研究する上で重要であることを

論じた。しかし、双耳における型式学的見解は、十分に認知されることなく、現在に到っ

ており、半環状、角状、瘤状へと変化する型式が、無批判に踏襲されている現状がある。

須恵器提瓶は、大阪府陶邑古窯址群の発掘調査によって示された陶邑編年ＭＴ15型式並

行期に最古資料が確認できる
（注４）

。その後、TK10型式並行期、TK43型式並行期、TK209型

式並行期においても生産されていることが確認できる。

基本的な変化として、MT15～TK10型式並行期の提瓶の口縁部は、外反し口縁端部外

面を三角形状に突出させる特徴が見られる。この傾向は、突出度が低下するもののTK43

型式並行期でも確認できる。しかし、TK43型式並行期の提瓶には、その後に見られるよ

うに口縁部が直線的に開き、三角形状の突出部が形骸化した口縁端部を有する個体も共伴

していることがうかがわれる。一方、TK209型式並行期に見られる提瓶の口縁部外面には、

三角形状の突出部が稜線化した状況がうかがえる。また、同じTK209型式並行期の提瓶

の口縁部は、稜線などの装飾も見られず、直線的に立ち上がる個体も共伴している。

提瓶の器高および胴体部の最大径は、全体的に徐々に小型化しているが、製作技法的に

は体部外面に正円形の轆轤回転によるカキメなどの成形痕が、TK209型式並行期までう

かがえることから、小型化が進んでもそれらの技法は、踏襲されていることが確認できる。

さて、本稿の主題である肩部に付された双耳について検討を加えたい。

先に述べたように、かつて型式学を国内の遺物において論じる際、その典型例として提

瓶の双耳がしばしば取り上げられた。また、現在でも事典や概説書、展示図録においても

その見解は踏襲されており、それらの見解は、まさに定説化した感が否めない。

肩部の双耳については、従来から半環状の双耳から角状、そして、瘤状の双耳へと変化

すると理解されてきた。仮にその見解が正しいのであれば、提瓶が出現するＭＴ15型式並

行期には、半環状の双耳のみが出現し、角状の双耳は、少なくとも次型式において出現し

ていなければならない。しかし、現実的に大阪府陶邑古窯址群のＭＴ15型式並行期には、

同時に生産されていることがわかる。一方、本来、先行すべき半環状の双耳は、ほとんど

形骸化することなく、TK43～TK209型式並行期まで存続することが確認できる。

一方、ＭＴ15型式並行期に出現する角状の双耳は、TK43型式並行期には、角部自体が

短くなるなどの形骸化がみられ、全体的な小型化はさらに進む。また、TK209型式並行

期では、さらに痕跡器官化が進行していることがわかる。同型式に比定できる大阪府陶邑

古窯址群KM115号窯の提瓶では、さらに、形骸化がすすみ、陶邑古窯址群TG10号窯例では、

瘤状の双耳へと完全に変化していることが把握できる。
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以上から、半環状の双耳は、提瓶が生産され始める時期から肩部に付される。しかし、

全体的に小型化するもののTK209型式並行期に到るまで、痕跡器官化することなく機能

していることがうかがえる。その反面、角状の双耳は、やはり半環状の双耳が付される提

瓶と同じく初源期からみられるものの、その後、確実に形骸化が進行し、最終的には瘤状

に到る型式変化を把握することができる。また、瘤状の双耳が、形骸化が進む角状の双耳

に先行して出現することはないことから、角状の双耳が形骸化し、瘤状の双耳へと徐々に

変化していく過程を、提瓶の型式編年の中でも認識できるのである。

第１図　大阪府陶邑古窯址群における提甁の編年　（注３）より転載
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本来、半環状の双耳の一方を肩部から切り離して角状の双耳へと形骸化するとした見解

は、一見すると蓋然性が高いように思われるが、機能的な側面から考えた場合、そのよう

な形骸化は極めて不自然である。

以上の事実確認から半環状の双耳から角状の双耳への型式学的な変化は、首肯すること

はできず、同じ提瓶ではあるが、双耳の系譜などの違いを今までの研究史の道筋以外で検

討する必要が生じるのである。

３．須恵器提瓶の系譜

提瓶が、その形態から液体を携行するために生産された容器であることは、ほぼ、間違

いのない事実と思われる。ここでは、その系譜について東アジアの中で捉えておきたい。

提瓶と形態的に酷似する文物として中国の戦国時代から漢代にかけて製造される青銅器

扁壺がある
（注５）

。胴体部の最上部にやや外反する口縁部を有し、底部には短い脚が付く。また、

肩部に青銅製の円環が付けられている事例が多くみられる。青銅器扁壺が、酒器として使

途されていたことを示す文物として画像塼をあげることができる。

中国の秦代、�潼県などから出土している押型対座宴楽空塼は、漆喰の壁などにはめ込

まれた敷塼であり、主人と客人の宴の様子を描いている。主人の傍らには、双耳にかけら

れた紐を有する扁壺が描かれており、酒器として使用されていたことを示している
（注６）

。

このように扁壺は、元来、青銅器の酒器として生成されていたと考えられる。しかし、

青銅器の扁壺が祖形となり、いわゆる金属器の模倣によりすでに漢代の灰陶にも扁壺が

見られるようになる。中国遼寧省旅大市老鉄山西麓貝墓から出土した灰陶扁壺
（注７）

は、器高

12.4cmを測り、偏平な胴体部の最上部に口縁部を有し、底部には短い脚が付く。しかし、

扁壺の特徴である双耳は見られない。青銅器扁壺とは全体的な形態などで大きく異なる部

分もあるが、基本的な概念として、青銅器扁壺が祖形となっていることは、首肯して良い

状況である。一方、中国魏晋南北朝、西晋時代の事例として江蘇省南京市張家庫前頭山出

土の青磁扁壺
（注８）

をあげることができる。胴体部の側面形態が正円ではなく、やや肩部が張っ

た胴体部に直口する口縁部と脚が付く。最も特徴的な要素として、肩部と底部近くの四カ

所に双耳が付けられている点をあげることができる。このことから、同扁壺は、吊り下げ

ることを最大の用途として生産されたと考えられる。また、同じ中国魏晋南北朝、西晋時

代の事例として江蘇省金壇県白塔公社から出土した青磁扁壺
（注９）

は、器高23.2cmを測り、胴

体部に直口する口縁部と底部に脚が付く。特に、肩部に象と思しき獣形の双耳が付されて

おり、同時代に盛行する動物をモチーフとする造形の範疇で捉えることができる。元来、

半環状を呈していた肩部の双耳は、当該時期についてのみ、獣形に変化したと推測できる。
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次に、朝鮮半島における事例についてみておきたい。慶尚南道金海群大東面禮安里詩禮

部落に位置する禮安里30号墳
（注10）

は、全長210cm、石室幅155cmの横口式方形石室墓に分類さ

れており、複数回の追葬が堆積状況と出土遺物から確認できる。出土した扁壺の出土状況

については、「北隅の石室最下部直下に置かれ、人骨群に覆われていた。本墳から出土し

たどの遺物よりも先行して埋納された可能性が非常に高い遺物である。」と敢えて副葬さ

れた時期が、最も古い事実を記述している。

さて、禮安里30号墳は、方形に近い石室プランを有していることと、共伴する印花文細

頸壺の出土から７世紀前半に比定されている。確かに、共伴する印花文を有する蓋や鉢の

形態や文様から考えると、到底６世紀前半まで遡ることはできない状況である。しかし、

30号墳は、小石室である79号墓や木棺直葬墓である74号墓、111号墓を切り込んで構築さ

れていることから、先行して造営され、30号墳の石室床面に残存した他の埋葬施設の副葬

品を30号墳の床面出土遺物として石室内で取り上げた可能性が指摘できる。これは、先に

訳出した出土状況に敢えて先行して埋納されたことを示す一文の内容と合致する。また、

副葬品として出土した鉄斧の型式が、野島編年２式
（注11）

に分類することができる。これらのこ

第２図　中国における扁壺集成
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とから、30号墳出土の

陶質土器扁壺は、従来

考えられてきた年代を

７世紀とするのではな

く、少なくとも、５世

紀後半から６世紀に比

定すべきではないかと

考えられる。

なお、製作技法につ

いては、以下の所見が

見られる。「口縁部は、

大きく欠損しており、

焼成良好な陶質製品である。正面形態は円形、側面形態は縦楕円形の胴体部を有する。当

該扁壺は、立位と横位のために２箇所の底部がある。横位のための底部は、胴体部の片側

に円板状の底部を付けて、周縁を横方向のへら削り調整を施している。口縁部は、胴体部

の上方からラッパ状に開いており、口縁端部に近いほど外反している。口縁端部は、多少

凹気味であり、口縁端部の内側には平坦面を有している。口縁部と胴体部の境には、口縁

部を製作する際の粘土接合痕を消したうえ、縦方向の短いへら削り調整を行っている。」

以上の記述には、須恵器提瓶で見られるような胴体部の同心円状のカキメについての所

見は記されていないが、遺物写真を見る限り、胴体部に回転するカキメが不明瞭ながら観

察できることから、製作技法は、須恵器提瓶に共通する可能性が指摘できる。なお、肩部

には双耳が付されていない。

以上、中国及び朝鮮半島における事例について概観した。まず、中国おける扁壺は、戦

国時代から漢代の青銅器に見られ、画像塼などから酒器であったことが把握できた。この

青銅器を模倣して漢代の灰陶に扁壺が見られるようになる。さらに、中国魏晋南北朝、西

晋時代の青磁扁壺へと継承されたことが形態的にも首肯できる状況にある。

一方、朝鮮半島での類例は僅かであるが、慶尚南道金海群禮安里30号墳から陶質土器扁

壺の出土が確認できた。当該扁壺は、従来７世紀に比定されてきた土器であり、須恵器提

瓶の祖形にはならない状況であったが、共伴遺物などから、少なくとも須恵器提瓶よりは

遡る可能性があり、須恵器提瓶の祖形の一候補となることを想定することができる。

第３図　韓国禮安里30号墳出土扁壺
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４．双耳に関する検討

扁壺は、中国の青銅器に起源を有し、金属器の模倣が中国漢代には行われ、灰陶の酒器

として朝鮮半島に伝えられたと考えられる。また、その系譜上に須恵器の提瓶が存在する

ことを推定したが、肩部の双耳については、同様の系譜上にないことが考えられる。

中国では、獣形の双耳も見られるものの、環状ないし半環状の双耳が一般的に採用され

ていることが指摘できる。朝鮮半島では、現時点では事例がないものの、須恵器提瓶には、

出現期から半環状の双耳があることから、東アジアの中で半環状の双耳を捉えることがで

きる。しかし、角状の双耳は、東アジアには見られないことから、日本国内における提瓶

の製作段階において付された可能性が指摘できる。須恵器直口甕にも、提瓶と同じような

双耳ないしは四耳が付くことは、すでに検証したが、提瓶が出現する陶邑編年TK10型式

並行期に比定できる高蔵74号窯において角状の双耳を確認することができる
（注12）

。直口甕の双

耳ないし四耳は、口縁部を覆う木板などの蓋を固定する用途が想定でき、提瓶の双耳とは

明らかに用途が異なっている。しかし、当該期の一部の横瓶にも、双耳が付された事例が

あることから、双耳自体は、必ずしも提瓶にのみ付されたのではなく、吊り下げたり蓋を

固定する必要がある器形に幅広く採用された可能性が指摘できるのである。

このように半環状の双耳は、その系譜を東アジアに求めることができるが、角状の双耳

には、須恵器の製作工人により元来、他の器形に付けられていた双耳を提瓶にも付したと

考えられる。その系譜の違いから、半環状の双耳と角状・瘤状の双耳は、同時に併存し、

角状の双耳は、形骸化のなかで瘤状の双耳へと変化する過程が辿れると解釈できるのであ

る
（注13）

。

５．まとめにかえて

古墳時代前期から終末期の墓制は、その時代毎に異なっていることが多くの発掘調査に

よって明らかになっている。それは、各々の時代の社会構造や権力構造の変化に起因して

おり、ヤマト政権を中心に各地域の地域首長のあり方や支配構造が変化したことを示して

いる。

古墳時代後期には、朝鮮半島からの渡来系技術者集団の集落内の参入により、中期にみ

られたような地域首長を介した支配構造は崩壊し、ヤマト政権による各集団の直接的支配

へと変化する。それに伴い墓制も大きく変化し、具体的には陶邑編年MT15～TK10型式

並行期には、横穴式石室の築造が全国的に拡散することになる
（注14）

。また、それにより黄泉戸

喫などの葬送儀礼が執行され、それに供される須恵器の多量副葬化へと繋がっていく。こ

こで取り上げた提瓶は、横穴式石室から通有に出土する副葬品であるが、各石室から複数
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の提瓶が出土する事例は、さほど多くない傾向が認められる。これは、中国や朝鮮半島に

おいて酒器として使用された扁壺の影響を受けたことによる用途の継承であり、葬送儀礼

のなかでの儀礼的飲酒にかかわる酒器として、提瓶が採用されたことを示している。元来、

陶邑編年MT15～TK10型式並行期の提瓶は、容量の点においても実用な要素を有してい

るが、須恵器�がそうであるように、その後は葬送儀礼自体の儀式化にともない、小型化

が進み、実用器としてよりは、明器としての位置づけがより明確になったと考えられる。

そのため、提瓶の双耳の形骸化が角状から瘤状へと急激に進行したのであろう。

本稿において提瓶の双耳が半環状から角状へと形骸化する過程については、ほぼ否定で

きる状況にあることを証したと思う。また、６世紀に葬送儀礼に多用された提瓶には、酒

器としての用途を有していたことが、中国などの青銅器や灰陶研究から把握することがで

きたと思う。文末ではあるが、本拙稿が、須恵器の系譜研究の進展に寄与するところがあ

れば、望外の喜びとしたい。

（こいけ・ひろし＝当調査研究センター調査第２課課長補佐兼第１係長）
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